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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、化学を基盤として新規ながん組織特異的な蛍光プローブやホウ素中性子捕捉療法（Boron 

Neutron Capture Therapy: BNCT）プローブの開発を目指すものである。特に、可視化が困難であった

深部微小がんの検出に向けて、幅広い取組を行うものである。具体的には、既存のプローブの派生的研

究ではなく、量子化学計算に立脚した新しい分子設計を基盤とするプローブ群を創製するとともに、

BNCT を目指したホウ素含有プローブの開発も手掛けている。がん細胞をターゲットとした医療への応

用を見据えながら、ケミカルバイオロジーの新領域開拓を実践している。 

（意見等） 

 安価に化学合成できる蛍光プローブで各種がんのバイオマーカー酵素活性をリアルタイム検出する

独創的で実効性の高いアプローチを展開している。研究代表者らが創り出した蛍光プローブライブラ

リーを駆使して、全身臓器における酵素地図の作成を進めるとともに、各種のがんに特異的な新規のバ

イオマーカー酵素を見いだしている。全身臓器酵素地図については、ヒト検体では情報を収集できなか

ったものの、マウスを用いてデータを収集し、代表的な臓器の酵素活性パターンについての情報を得た

ことは評価できる。臨床検体でのライブイメージングを検討し、革新的な診断・治療法開発に向けた意

義深い基礎研究を進めている。がん細胞が正常細胞より酸性になることを利用し、酸性 pH 環境で応答

して酵素活性が有意に増大した変異体の発見と、その変異体を抗体と結合させることでがん細胞を明

確に検出することにも成功している。さらに、深部微小がんの治療と可視化に向けて BNCT に利用でき

るプローブの創成にも成功するなど、研究代表者のこれまでの知見を活かした研究成果が多く上がっ

ている。 


